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問題２(Ｈ２１)

④ 右の図において , ２点Ｐ , Ｑは , それぞれ正五角形ＡＢＣＤＥの頂点を , さいころ
の出た目の数だけ左回りに１つずつ順に動く点である。いま , 大小２つのさいこ
ろを同時に１回だけ投げて , 大きいさいころの出た目の数だけ点Ｐは頂点Ａから
動き , 小さいさいころの出た目の数だけ点Ｑは頂点Ｂから動くものとする。この
き , ２点Ｐ , Ｑがともに正五角形の同じ頂点で止まる確率を求めよ。 ただし ,さい
ころはどの目がでることも同様に確らしいものとする。

④

問題２(Ｈ２２)

⑤２つのさいころＡ , Ｂを投げるとき , さいころＡの出た目の数をａ , さいころＢの出た目の数をｂとする。

このとき , の値が整数となる確率を求めよ。 ただし , さいころはどの目が出ることも同様に確からしい

ものとする。

⑤

問題２(Ｈ２３)

⑤ 右の図のように , １ , ２ , ３ , ４ の数字が１つずつ書かれた４個の玉が入った
袋がある。 この袋の中から玉を１個取り出し , 玉に書かれた数字を確認して
もとに戻す。これを２回行い , １回目に確認した数字を十の位とし , ２回目に
確認した数字を一の位として２けたの整数をつくる。 このとき , その整数が
３の倍数である確率を求めよ。 ただし , この袋からどの玉が取り出されるこ
とも同様に確からしいものとする。

⑤

問題２(Ｈ２４)

⑤ 右の図のように , Ａ , Ｂの２つの筒状の容器があり , Ａ , Ｂ どちらの容器にも
１ , ２ , ３ , ４ の数字が１つずつ書かれた４本の棒が入っている。容器Ａ , Ｂの
中からそれぞれ１本ずつ棒を取り出すとき , 容器Ａから取り出した棒に書かれ
た数字をａ , 容器Ｂから取り出した棒に書かれた数字をｂとする。このとき ,
１次方程式 ａｘ－ｂ＝５ の解が自然数となる確率を求めよ。ただし , それぞ
れの容器ついて , どの棒が取り出されることも同様に確からしいものとする。

⑤

問題２(Ｈ２５)

⑦ あめ玉が１０個入った箱が１つある。まず , １つのさいころを１回投げ , 次のルールにしたがって , 箱から
あめ玉を取り出す。次に , 取り出したあめ玉を箱に戻さずに , もう１回さいころを投げ , 同じルールであめ玉
を取り出す。このとき , 箱の中に残るあめ玉の数が３個以下になる確率を求めよ。ただし ,さいころはどの目
が出ることも同様に確からしいものとする。

〈ルール〉
・さいころの出た目の数が奇数のときは , その目の数だけ箱からあめ玉を取り出す。
・さいころの出た目の数が偶数のときは , ２個だけ箱からあめ玉を取り出す。
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